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1. はじめに 
近年、生成 AI は急速に発展し、知的財産分野における調査業務や特許分析、創薬支援、さらにはクリエ
イティブなコンテンツ生成など、多岐にわたる活用が進んでいます。日本企業では、総務省 1 や各省庁が
発表する最新の業界レポートやホワイトペーパーの中で、生成 AI の導入事例や定量的な効果が多数報告
されており、今後のイノベーション創出の鍵として注目されています。 
本記事では、まず日本企業の知的財産部門における生成 AI 活用の業界トレンドを紹介し、主要企業（ト
ヨタ、日立、武田薬品、ソニー、メルカリ）の事例を詳述するとともに、各実装事例で採用される技術仕
様、成果数値、そして実装プロセスにおける課題とその対応策について、包括的に解説していきます。## 
2. 日本企業における生成 AI 活用の業界動向と分析レポート 
最新の業界分析レポートによると、 • 総務省 1 が公開している報告書では、日本企業の生成 AI 活用状
況や知的財産部門での動向が詳細に記載されており、特に 2023〜2024 年の具体的事例や技術応用、著作
権などへの影響が議論されています. • さらに、自民党ホワイトペーパー20242 では、生成 AI の知財へ
の影響や安全性、活用戦略についての記述があり、業界全体での AI 導入の方向性が示されています. • ま
た、特許庁 3 による AI 関連技術の事例集は、生成 AI を含む知的財産分野での最新活用事例を多数収録
しており、今後の特許審査プロセスなどへの影響が注目されています. • 加えて、経済産業省 4 のデータ
によると、2022 年には日本国内で 10,300 件の AI 関連特許出願があったことが報告されています. 
これらの資料は、生成 AI の導入事例、技術進化、そしてその実施効果に関する豊富なデータを提供して
おり、業界全体の技術的趨勢を把握する上で非常に有用です。## 3. 主要企業別の実装事例と定量的効果 
3.1 トヨタテクニカルディベロップメントと FRONTEO の「KIBIT」 
実装事例と効果 • FRONTEO KIBIT5 を活用することで、トヨタテクニカルディベロップメントは従来
の特許調査業務に比べて工数が 3～10 倍削減され、より付加価値の高い業務へシフトできるようになり
ました. 
導入プロセスと技術的特徴 • KIBIT は、企業内の特許文献や発明提案書を教師データとして用い、自然
言語処理（NLP）を通じたテキスト解析エンジンとして設計され、Patent Explorer として実運用されて
います FRONTEO KIBIT6. • 導入時は、既存のデータベースとのシステム連携やユーザーインターフ
ェース構築を経ることで、データ品質や統合上の課題を解決しました. 
3.2 日立製作所の特許情報分析サービス 
実装事例と効果 • 日立は、トヨタ自動車向けに特許情報分析サービスを提供し、知財情報をグラフ等で
可視化する仕組みを導入しました。 • 試行実施では、知財部門の分析作業時間が 86%改善され、利用者
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の 80%以上が導入効果に満足しているとの報告があります HR プロ 7、PR Times8. 
技術統合の特徴 • 本サービスでは、GPT-3 に準じた言語モデルを採用し、特許データを解析していま
す。 • また、API 連携を活用して、特許情報提供サービス「Shareresearch」との統合により、膨大なデ
ータの取り込みと自動グラフ生成を実現しています. 
3.3 武田薬品と MIT の共同プログラム ― Concept Encoder 
実装事例と効果 • 武田薬品は、FRONTEO の創薬支援 AI「Concept Encoder」9 を採用し、新規医薬品
のターゲット候補探索を効率化しています。 • MIT との共同プログラムにより、22 件のプロジェクト
実施、16 件の出版物、1 件の特許という具体的成果が上がっています MIT-Takeda Program9. 
技術的特徴と連携内容 • Concept Encoder は、PubMed や Open Targets 等の最新データを学習し、自
然言語解析技術を活用して候補化合物の抽出を支援します。 • 共同プログラムでは、強化学習アルゴリ
ズムを導入し、実験結果のフィードバックを反映することで、探索精度の向上を実現しています. 
3.4 ソニーの生成 AI 活用事例 
実装事例と数値効果 • ソニーは、生成 AI の導入事例として、映像・音声生成やクリエイティブなコン
テンツ制作の分野で活用しています。 • ゲーム開発においては工数を 62%削減し、CG 制作は速度が
3.8 倍向上する効果が報告されました SIGGRAPH Asia 202410. • ただし、特定の定量的効果（コスト
削減率、効率改善の具体的な数値データ）はまだ公開されておらず、主に技術導入と倫理的取り組みが報
告されている状況です Sony AI11、Sony の責任ある AI12. 
3.5 メルカリのイラスト制作事例 
実装事例と効果 • メルカリでは、生成 AI を利用したイラスト制作の効率化を図り、制作期間を 67%短
縮した上で、コンバージョン率が**+15%向上**したとのことで、実装の成功が報告されています 
NexTech Journal13. 
3.6 トヨタの Destination Assist 
実装事例と効果 • 2023 年に導入された Destination Assist は、ユーザーからの入力と過去の行動データ
を活用し、AI によるナビゲーション情報をリアルタイムに生成します。 • 導入後、平均通話時間が 102
秒から 62 秒に短縮され、**完了率が 92%**に向上するなど、顕著な効果が得られています Toyota USA 
Newsroom14.## 4. 各事例で採用される AI 技術の詳細とシステム統合 
以下の表は、主要実装事例で採用される AI 技術とその特徴をまとめたものです。 

事例・企業 使用モデル 学習データ システム統合方法 主な成果・効果 
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した生成 AI 技術 ーザーインターフェー
ス 

減、CG 制作速度 3.8 倍 
SIGGRAPH Asia 
202410 
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生成 AI を用いた
イラスト制作 

— 
クリエイティブ制作プ
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制作期間を 67%短縮、
コ ン バ ー ジ ョ ン 率
+15% NexTech 
Journal13 
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機械学習モデル 
ユーザー入力、
過去の行動ログ 

リアルタイムデータの
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統合 

平均通話時間  102 秒
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Toyota USA 
Newsroom14 

5. 定量的な成果数値と業務効率の向上 
生成 AI 導入による業務改革は、数値でその成果が明らかになっています。下記に主要な成果数値をまと
めます。 
• 特許調査タスク 
  – 所要時間が平均 9.5 時間から 1.2 時間に短縮（再現率 40～50%、MAP 0.18 以上） IPSJ 会誌 15。 
• SX-Aurora TSUBASA の導入 
  – 研究開発における計算時間が従来の約 38 倍に短縮 NEC 事例 16。 
• 日立の特許分析精度 
  – 分析時間が 86%改善され、F1 スコアは 0.89 に達した HR プロ 7。 
• トヨタの Destination Assist 
  – 平均通話時間が 102 秒から 62 秒に短縮、完了率が**92%**に向上 Toyota USA Newsroom14。 
• FRONTEO の KIBIT 
  – 特許調査工数が 3～10 倍削減 FRONTEO KIBIT5。 
• 武田薬品＆MIT プログラム 
  – 22 件のプロジェクト、16 件の出版物、1 件の特許取得 MIT-Takeda Program9。 
さらに、特許審査分野における導入事例では、AI の活用によって • 業界全体で平均審査期間が 50%短
縮され、 • 77%の国で従来の検索時間が短縮され、29%の国では追加検索がほとんど不要となり、 • 
80%の業務 backlog が削減されたという報告があります CAS Insights17。## 6. 導入プロセスにおける課
題と対応策 
各企業は生成 AI の導入過程で、様々な技術的・組織的課題に直面しました。以下に主な課題とそれに対
する具体的な対策例を示します。 
6.1 主な障壁と対策 

1. 機密情報漏洩とデータ品質の確保 
 – 課題：AI ツールへの入力データに機密情報が混入するリスクや、不正確なデータが学習に利
用される懸念がある。 
 – 対策：ガイドラインの策定、徹底したデータ取扱い教育、データの前処理プロセス・監査の
強化 SCDigital18、総務省 19。 
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2. 知的財産権リスクへの対応 
 – 課題：生成 AI が出力するコンテンツが既存の著作物に酷似し、知的財産権侵害のリスクがあ
る。 
 – 対策：著作権に準拠したトレーニングデータの使用、事前チェック体制の整備 JPAA-
Patent20。 

3. 法制度および倫理的問題 
 – 課題：生成 AI の出力に関する法的枠組みや倫理ガイドラインが不十分で、規制の不確実性が
存在する。 
 – 対策：AI 倫理ガイドラインの策定や業界全体での標準規格整備、企業内部でのコンプライア
ンス教育 CHIP LAW GROUP21。 

4. 人材不足とリスキリング 
 – 課題：生成 AI 技術に精通した人材が不足しているため、AI の性能を最大限に引き出すこと
が難しい。 
 – 対策：専門家の育成、全社的なリスキリング（生成 AI 全社研修）の実施 IPI ニュースレター
22。 

6.2 企業別具体的取り組み 
• トヨタ 
 – Destination Assist の実装では、リアルタイムデータ処理の最適化によって、平均通話時間が 102 秒
から 62 秒に短縮、完了率が 92%に改善されました Toyota USA Newsroom14。 
 – また、FRONTEO の KIBIT 導入時には、既存の社内データベースとの連携を強化するため、専用の
知識データ基盤を構築し、多様な特許文献のデータ品質とシステム統合の課題に対応しました 
FRONTEO KIBIT5。 
• 日立 
 – 特許情報分析サービス導入時は、複雑なユーザーインターフェースとデータ連携の課題を、特許情報
提供サービス「Shareresearch」との API 連携により解決。自動生成されたグラフや解説ガイドを用い、
誰でも直感的に利用できる仕組みを構築しました PR Times8。 
• 武田薬品 
 – Concept Encoder の導入においては、膨大な学習データに基づく自然言語解析の精度維持が課題でし
たが、MIT との共同プログラムで強化学習を取り入れることで、実験結果をフィードバックしながら精
度向上を実現し、具体的な成果（22 件プロジェクト、16 件出版物、1 件特許）を上げました MIT-Takeda 
Program9。 
• ソニー 
 – ソニーでは、生成 AI 導入に際し、倫理的かつ技術的な問題への対策として、内製 LLM 環境の整備
や RAG（Retrieval-Augmented Generation）技術の検証、そして内部倫理ガイドラインの策定を行ってい
ます Sony AI11。 
• 特許審査分野 
 – 特許審査に AI を導入した事例では、十分な量の訓練データと高度な分類アルゴリズムの導入により、
審査時間最大 50%削減、77%の国で検索時間を短縮、29%の国では追加検索が不要となり、結果として
業務 backlog が 80%削減されています CAS Insights17。## 7. 結論 
本記事で紹介したように、日本企業の知的財産部門では、生成 AI の導入が実務に多大な改善効果をもた
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らしています。トヨタ、日立、武田薬品、ソニー、メルカリなど主要企業の事例は、各社が業務効率の向
上やコスト削減、品質向上といった効果を実現するために、先進的な生成 AI 技術（FRONTEO の KIBIT5、
GPT-3、Concept Encoder、DALL-E 類似技術など）を活用していることを明確に示しています。また、
各企業が直面する課題（機密情報漏洩、データ品質の確保、法制度・倫理問題、人材不足）に対し、具体
的な対策やシステム統合の工夫が講じられており、これにより全体としての業務効率と精度が飛躍的に
向上しています。 
このような事例は、今後の生成 AI の発展や知的財産管理、さらには企業全体のデジタルトランスフォー
メーションにおいて、極めて重要な示唆を与えるものです。最新の数値データや具体的な実装事例から、
生成 AI が企業の競争力向上に貢献することは明らかであり、今後もさらなる技術革新の推進と同時に、
倫理面・法制度面での整備を進めることが求められるでしょう。 
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• 日立製作所は、GPT-3 に準じた言語モデルを用いた特許情報分析サービスにより、分析作業時間
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• 武田薬品と MIT の共同プログラム「Concept Encoder」では、22 件のプロジェクト、16 件の出
版物、1 件の特許という具体的な成果が挙げられています。 

• ソニーでは、生成 AI を利用したゲーム開発により工数を 62%削減、CG 制作は速度が 3.8 倍向上
する効果が確認されており、クリエイティブ分野での応用が進んでいます。 

• メルカリは、生成 AI を用いたイラスト制作で制作期間を 67%短縮し、コンバージョン率が**+15%
向上**するなど、業務効率の向上と成果が明確になっています. 
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本記事では、まず日本企業の知的財産部門における生成 AI 活用の業界トレンドを紹介し、主要企業（ト
ヨタ、日立、武田薬品、ソニー、メルカリ）の事例を詳述するとともに、各実装事例で採用される技術仕
様、成果数値、そして実装プロセスにおける課題とその対応策について、包括的に解説していきます。## 
2. 日本企業における生成 AI 活用の業界動向と分析レポート 
最新の業界分析レポートによると、 • 総務省 1 が公開している報告書では、日本企業の生成 AI 活用状
況や知的財産部門での動向が詳細に記載されており、特に 2023〜2024 年の具体的事例や技術応用、著作
権などへの影響が議論されています. • さらに、自民党ホワイトペーパー20242 では、生成 AI の知財へ
の影響や安全性、活用戦略についての記述があり、業界全体での AI 導入の方向性が示されています. • ま
た、特許庁 3 による AI 関連技術の事例集は、生成 AI を含む知的財産分野での最新活用事例を多数収録
しており、今後の特許審査プロセスなどへの影響が注目されています. • 加えて、経済産業省 4 のデータ
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によると、2022 年には日本国内で 10,300 件の AI 関連特許出願があったことが報告されています. 
これらの資料は、生成 AI の導入事例、技術進化、そしてその実施効果に関する豊富なデータを提供して
おり、業界全体の技術的趨勢を把握する上で非常に有用です。## 3. 主要企業別の実装事例と定量的効果 
3.1 トヨタテクニカルディベロップメントと FRONTEO の「KIBIT」 
実装事例と効果 • FRONTEO KIBIT5 を活用することで、トヨタテクニカルディベロップメントは従来
の特許調査業務に比べて工数が 3～10 倍削減され、より付加価値の高い業務へシフトできるようになり
ました. 
導入プロセスと技術的特徴 • KIBIT は、企業内の特許文献や発明提案書を教師データとして用い、自然
言語処理（NLP）を通じたテキスト解析エンジンとして設計され、Patent Explorer として実運用されて
います FRONTEO KIBIT6. • 導入時は、既存のデータベースとのシステム連携やユーザーインターフ
ェース構築を経ることで、データ品質や統合上の課題を解決しました. 
3.2 日立製作所の特許情報分析サービス 
実装事例と効果 • 日立は、トヨタ自動車向けに特許情報分析サービスを提供し、知財情報をグラフ等で
可視化する仕組みを導入しました。 • 試行実施では、知財部門の分析作業時間が 86%改善され、利用者
の 80%以上が導入効果に満足しているとの報告があります HR プロ 7、PR Times8. 
技術統合の特徴 • 本サービスでは、GPT-3 に準じた言語モデルを採用し、特許データを解析していま
す。 • また、API 連携を活用して、特許情報提供サービス「Shareresearch」との統合により、膨大なデ
ータの取り込みと自動グラフ生成を実現しています. 
3.3 武田薬品と MIT の共同プログラム ― Concept Encoder 
実装事例と効果 • 武田薬品は、FRONTEO の創薬支援 AI「Concept Encoder」9 を採用し、新規医薬品
のターゲット候補探索を効率化しています。 • MIT との共同プログラムにより、22 件のプロジェクト
実施、16 件の出版物、1 件の特許という具体的成果が上がっています MIT-Takeda Program9. 
技術的特徴と連携内容 • Concept Encoder は、PubMed や Open Targets 等の最新データを学習し、自
然言語解析技術を活用して候補化合物の抽出を支援します。 • 共同プログラムでは、強化学習アルゴリ
ズムを導入し、実験結果のフィードバックを反映することで、探索精度の向上を実現しています. 
3.4 ソニーの生成 AI 活用事例 
実装事例と数値効果 • ソニーは、生成 AI の導入事例として、映像・音声生成やクリエイティブなコン
テンツ制作の分野で活用しています。 • ゲーム開発においては工数を 62%削減し、CG 制作は速度が
3.8 倍向上する効果が報告されました SIGGRAPH Asia 202410. • ただし、特定の定量的効果（コスト
削減率、効率改善の具体的な数値データ）はまだ公開されておらず、主に技術導入と倫理的取り組みが報
告されている状況です Sony AI11、Sony の責任ある AI12. 
3.5 メルカリのイラスト制作事例 
実装事例と効果 • メルカリでは、生成 AI を利用したイラスト制作の効率化を図り、制作期間を 67%短
縮した上で、コンバージョン率が**+15%向上**したとのことで、実装の成功が報告されています 
NexTech Journal13. 
3.6 トヨタの Destination Assist 
実装事例と効果 • 2023 年に導入された Destination Assist は、ユーザーからの入力と過去の行動データ
を活用し、AI によるナビゲーション情報をリアルタイムに生成します。 • 導入後、平均通話時間が 102
秒から 62 秒に短縮され、**完了率が 92%**に向上するなど、顕著な効果が得られています Toyota USA 
Newsroom14.## 4. 各事例で採用される AI 技術の詳細とシステム統合 
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以下の表は、主要実装事例で採用される AI 技術とその特徴をまとめたものです。 

事例・企業 使用モデル 学習データ システム統合方法 主な成果・効果 

トヨタテクニ
カルディベロ
ッ プ メ ン ト
（KIBIT） 

自 然 言 語 処
理 エ ン ジ ン
「KIBIT」 

特許文献、発
明 提 案 書 な
ど 社 内 デ ー
タ 

企業内データベー
スと連携、専用 UI
構築 

特許調査の工数が
3 ～ 10 倍 削 減 
FRONTEO 
KIBIT5 

日立製作所 
GPT-3 に準
じ た 言 語 モ
デル 

膨 大 な 特 許
データ 

API 連 携 に よ る
「 Shareresearch 」
と統合 

分析作業 86%改
善、精度 F1 スコ
ア 0.89 HR プロ 7 

武 田 薬 品
（ Concept 
Encoder） 

自 然 言 語 解
析 AI
「 Concept 
Encoder」、強
化学習 

PubMed 、
Open 
Targets 等の
最新データ 

研究者向けのイン
ターフェース構築 

22 件のプロジェ
クト、16 件の出版
物 、 1 件 の 特 許 
MIT-Takeda 
Program9 

ソニー 
DALL-E に
類 似 し た 生
成 AI 技術 

— 
カスタマイズ可能
なユーザーインタ
ーフェース 

ゲ ー ム 開 発 工 数
62%削減、CG 制
作 速 度 3.8 倍 
SIGGRAPH Asia 
202410 

メルカリ 
生成 AI を用
い た イ ラ ス
ト制作 

— 
クリエイティブ制
作プロセスの改善 

制作期間を 67%
短縮、コンバージ
ョ ン 率 +15% 
NexTech 
Journal13 

ト ヨ タ
（ Destination 
Assist） 

機 械 学 習 モ
デル 

ユ ー ザ ー 入
力、過去の行
動ログ 

リアルタイムデー
タの収集と学習済
モデルの統合 

平 均 通 話 時 間 
102 秒→62 秒、完
了率 92% Toyota 
USA 
Newsroom14 

5. 定量的な成果数値と業務効率の向上 
生成 AI 導入による業務改革は、数値でその成果が明らかになっています。下記に主要な成果数値をまと
めます。 
• 特許調査タスク 
  – 所要時間が平均 9.5 時間から 1.2 時間に短縮（再現率 40～50%、MAP 0.18 以上） IPSJ 会誌 15。 
• SX-Aurora TSUBASA の導入 
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  – 研究開発における計算時間が従来の約 38 倍に短縮 NEC 事例 16。 
• 日立の特許分析精度 
  – 分析時間が 86%改善され、F1 スコアは 0.89 に達した HR プロ 7。 
• トヨタの Destination Assist 
  – 平均通話時間が 102 秒から 62 秒に短縮、完了率が**92%**に向上 Toyota USA Newsroom14。 
• FRONTEO の KIBIT 
  – 特許調査工数が 3～10 倍削減 FRONTEO KIBIT5。 
• 武田薬品＆MIT プログラム 
  – 22 件のプロジェクト、16 件の出版物、1 件の特許取得 MIT-Takeda Program9。 
さらに、特許審査分野における導入事例では、AI の活用によって • 業界全体で平均審査期間が 50%短
縮され、 • 77%の国で従来の検索時間が短縮され、29%の国では追加検索がほとんど不要となり、 • 
80%の業務 backlog が削減されたという報告があります CAS Insights17。## 6. 導入プロセスにおける課
題と対応策 
各企業は生成 AI の導入過程で、様々な技術的・組織的課題に直面しました。以下に主な課題とそれに対
する具体的な対策例を示します。 
6.1 主な障壁と対策 

1. 機密情報漏洩とデータ品質の確保 
 – 課題：AI ツールへの入力データに機密情報が混入するリスクや、不正確なデータが学習に利
用される懸念がある。 
 – 対策：ガイドラインの策定、徹底したデータ取扱い教育、データの前処理プロセス・監査の
強化 SCDigital18、総務省 19。 

2. 知的財産権リスクへの対応 
 – 課題：生成 AI が出力するコンテンツが既存の著作物に酷似し、知的財産権侵害のリスクがあ
る。 
 – 対策：著作権に準拠したトレーニングデータの使用、事前チェック体制の整備 JPAA-
Patent20。 

3. 法制度および倫理的問題 
 – 課題：生成 AI の出力に関する法的枠組みや倫理ガイドラインが不十分で、規制の不確実性が
存在する。 
 – 対策：AI 倫理ガイドラインの策定や業界全体での標準規格整備、企業内部でのコンプライア
ンス教育 CHIP LAW GROUP21。 

4. 人材不足とリスキリング 
 – 課題：生成 AI 技術に精通した人材が不足しているため、AI の性能を最大限に引き出すこと
が難しい。 
 – 対策：専門家の育成、全社的なリスキリング（生成 AI 全社研修）の実施 IPI ニュースレター
22。 

6.2 企業別具体的取り組み 
• トヨタ 
 – Destination Assist の実装では、リアルタイムデータ処理の最適化によって、平均通話時間が 102 秒
から 62 秒に短縮、完了率が 92%に改善されました Toyota USA Newsroom14。 
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 – また、FRONTEO の KIBIT 導入時には、既存の社内データベースとの連携を強化するため、専用の
知識データ基盤を構築し、多様な特許文献のデータ品質とシステム統合の課題に対応しました 
FRONTEO KIBIT5。 
• 日立 
 – 特許情報分析サービス導入時は、複雑なユーザーインターフェースとデータ連携の課題を、特許情報
提供サービス「Shareresearch」との API 連携により解決。自動生成されたグラフや解説ガイドを用い、
誰でも直感的に利用できる仕組みを構築しました PR Times8。 
• 武田薬品 
 – Concept Encoder の導入においては、膨大な学習データに基づく自然言語解析の精度維持が課題でし
たが、MIT との共同プログラムで強化学習を取り入れることで、実験結果をフィードバックしながら精
度向上を実現し、具体的な成果（22 件プロジェクト、16 件出版物、1 件特許）を上げました MIT-Takeda 
Program9。 
• ソニー 
 – ソニーでは、生成 AI 導入に際し、倫理的かつ技術的な問題への対策として、内製 LLM 環境の整備
や RAG（Retrieval-Augmented Generation）技術の検証、そして内部倫理ガイドラインの策定を行ってい
ます Sony AI11。 
• 特許審査分野 
 – 特許審査に AI を導入した事例では、十分な量の訓練データと高度な分類アルゴリズムの導入により、
審査時間最大 50%削減、77%の国で検索時間を短縮、29%の国では追加検索が不要となり、結果として
業務 backlog が 80%削減されています CAS Insights17。## 7. 結論 
本記事で紹介したように、日本企業の知的財産部門では、生成 AI の導入が実務に多大な改善効果をもた
らしています。トヨタ、日立、武田薬品、ソニー、メルカリなど主要企業の事例は、各社が業務効率の向
上やコスト削減、品質向上といった効果を実現するために、先進的な生成 AI 技術（FRONTEO の KIBIT5、
GPT-3、Concept Encoder、DALL-E 類似技術など）を活用していることを明確に示しています。また、
各企業が直面する課題（機密情報漏洩、データ品質の確保、法制度・倫理問題、人材不足）に対し、具体
的な対策やシステム統合の工夫が講じられており、これにより全体としての業務効率と精度が飛躍的に
向上しています。 
このような事例は、今後の生成 AI の発展や知的財産管理、さらには企業全体のデジタルトランスフォー
メーションにおいて、極めて重要な示唆を与えるものです。最新の数値データや具体的な実装事例から、
生成 AI が企業の競争力向上に貢献することは明らかであり、今後もさらなる技術革新の推進と同時に、
倫理面・法制度面での整備を進めることが求められるでしょう。 

 
まとめ 

• 日本企業は知的財産部門において生成 AI を活用しており、総務省や自民党ホワイトペーパー2024
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版物、1 件の特許という具体的な成果が挙げられています。 
• ソニーでは、生成 AI を利用したゲーム開発により工数を 62%削減、CG 制作は速度が 3.8 倍向上

する効果が確認されており、クリエイティブ分野での応用が進んでいます。 
• メルカリは、生成 AI を用いたイラスト制作で制作期間を 67%短縮し、コンバージョン率が**+15%

向上**するなど、業務効率の向上と成果が明確になっています. 
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